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地域医療支援病院承認
に向けて

JA⾧野厚生連 北信総合病院



北信総合病院が
地域医療支援病院を称する目的

•北信総合病院は、北信医療圏の基幹病院として、地域
の診療所および病院、介護・福祉関係機関、行政等と
連携し、地域住民が住み慣れた地域で安心して必要な
医療を受けられる体制の確保に努めてきました。

•地域医療支援病院としての機能を整備することにより、
紹介患者に対する高度・専門医療の提供、救急医療の
実施、地域医療従事者への研修および施設・設備・医
療機器の共同利用、災害医療、感染症医療等を通じて、
地域全体で患者を支える医療提供体制をさらに強化す
るため、地域医療支援病院の承認を申請します。



• 主な機能
・紹介患者に対する医療提供（紹介・逆紹介）
・医療機器の提供
・救急医療の提供
・地域の医療従事者に対する研修の実施

地域医療支援病院の承認要件

• 紹介患者中心の医療を提供していること。以下のいずれかの場合に該当する
こと。

①紹介率が80％以上であること
②紹介率が65％以上かつ逆紹介率40％以上であること
③紹介率が50％以上かつ逆紹介率70％以上であること

• 救急医療を提供する能力を有すること
• 建物、設備、機器等を地域の医師等が利用できる体制を確保していること
• 地域医療従事者に対する研修を行っていること
• 原則として200床以上の病床を有すること



紹介率・逆紹介率（2025年度）

平均3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

60.970.866.872.865.164.667.561.658.367.653.250.346.2紹介率

78.0108.6109.910183.78382.970.970.87359.661.462.4逆紹介
率

③紹介率50％以上かつ逆紹介率70％以上であること
の要件を達成



重症救急患者の受入れ体制の強化

ヘリポート設置 ドクターカー1台所有

北信総合病院は救急告示病院として救急医療体制を整
え、2025年度には救急車をのべ、3,596台受入れていま
す。
また、ICU/HCU/NICUの集中治療室を完備し24時間体

制で対応しています。



救急医療の提供実績（2025年度）

救急外来の受診患者のうち
７割近くが北信医療圏。
志賀高原等の観光地が近く
にあり、県外・国外の患者
も多く受診しています。

10,687人（2,368人）救急患者の総数

3,596人 （1,749人）救急搬送患者数

7,091人 （619人）救急搬送以外の患者数

※（ ）内は入院患者数
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高度医療機器等の共同利用体制

2025年度のＣＴ・ＭＲＩ等の
高度医療機器の共同利用は
1,223件でした。
そのうち地域の医療機関（厚

生連関係を除く）の利用がほと
んどで1,210件におよびます。

CT(320列） MRI 3テスラ



地域の医療従事者に対する研修の実施

地域の医療従事者の資質向上及び地域医療機関との連携強化を目的
として、周辺病院・クリニックとの医療連携懇談会を行っているほ
か、医師会との共催による学術講演会、北信医療圏ICT合同カン
ファレンス、ICLS講習会、救急外来勉強会、緩和ケア研修会など
勉強会等を定期的に開催しています。

18回2025年度
研修実施回数

763人研修参加者数



地域医療支援病院運営委員会を開催予定

○委員構成
（医療関係団体の代表、病院が所在する市町村の代表、学識経験者等）

○開催日時
原則として年４回を予定

○協議内容
紹介患者に関する医療の提供に関すること
共同利用の実施に関すること
救急医療の提供に関すること
地域の医療従事者に対する研修の実施に関すること
その他地域医療支援に関すること



地域医療支援病院としての今後の方針

•北信医療圏における地域医療支援病院と
して、高度・専門医療の提供、救急医療
の実施、医療従事者の育成、施設・設備
の共同利用の推進、災害医療・感染症医
療の対応など、地域全体で患者を支える
医療提供体制の構築のさらなる推進に取
り組んでいく方針です。


